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２研究方法
２００５年８月１６日～９月６日にかけて富山県南砺市城端町周辺の地質調査を行った。地
質調査では、採石場などの岩石や地層の新鮮な部分が露出している場所（露頭）を観察し、
地域の岩石や地層の分布を調べた。地質調査終了後は地質図の作成や岩石を０．０３ｍｍ程度
の厚さに加工した顕微鏡観察などを行った。
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図２調査地域の地図
３研究成果と考察
岩石各説
今回の調査では南砺市周辺に分布する岩石。地層を６つに分類した。石。地層を６つに分類した。そしてそれらの岩
石。地層の分布は南北方向の|断層によって東側と西側で少し異なることが分かった。以下
に各岩石の特徴を記述する。
石灰岩
調査地域の南東に局所的に分布する炭酸塩鉱物からなる岩石。花崗岩と接していて、そ
の接触部分は変質していた。石灰岩は花崗岩の中に取り込まれるような産状をしていると
思われる。そのため石灰岩は花崗岩より古くに形成されたと考えられる。
花崗岩
調査地域の南東に広く分布する地下で形成された岩石。花崗岩は大陸地殻を構成する主
要な岩石で、実際にユーラシア大陸にも広く分布している。そのため花崗岩類は調査地域
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の基盤岩で、その形成時には大陸の一部だったと考えられる。
流紋岩
調査地域の南に広く分布する溶岩、火砕流堆積物などの火山噴出物からなる岩石。流紋
岩中には安山岩の岩脈がしばしば観察される。これらのことは酸性の火山の大規模な活動
があったことを示す。最大の厚さは約４００ｍ・
堆積岩
礫岩層や砂岩層などの堆積岩層からなる岩石。ここではオーソコーツァイトという珪質
の礫が含まれている。オーソコーツァイトは一般に大陸に見られる岩石で、この礫の供給
源が大陸の－部だったことを示す。最大の厚さは約200ｍ・
月長石流紋岩
調査地域の中央付近に分布する火砕流堆積物などの火山噴出物からなる岩石。月長石と
いう青い閃光を放つ鉱物を含む。この岩石は世界の大陸が割れた地域に見られる同種の岩
石と化学的特徴が類似していて（石田ほか，1997)、大陸が割れたときに伴った火山活動だ
と考えられる。最大の厚さは１００ｍ・
安山岩
溶岩や火砕流堆積物などの火山噴出物からなる岩石。調査地域の半分近く（北部地域）
を占め、大規模な火山活動があったことを示す。最大の厚さは約600ｍ。
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図３地質図
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４考察
図４に今回の調査地域の模式柱状図を示した。柱状図は地層や岩石の形成||頂序や厚さな
どを柱状に示したものであり、調査地域においては断層の東側と西側に分けて示した。柱
状図では上に向かって新しく形成された岩石を表す。
この柱状図から調査地域の地史について考察すると、形成年代の古い下位の岩石では、
まず花崗岩が石灰岩を取り込まれている。その上に流紋岩、堆積岩、月長石流紋岩、安山
岩が形成されている。そしてＩ釿層によってこの構造が２分されている。
日本海の拡大について考えてみる。花崗岩は大陸を構成する主要な岩石なので、調査地
域周辺の基盤は大陸の一部だったと考えられる。堆積岩中には大陸由来の岩石（オーソコ
ーツァイト）が見られ、この頃も日本列島は大陸の一部だったと考えられる。石灰岩と流
紋岩は堆積岩に以前に形成されたので、大陸の一部だった頃の岩石であろう。そして月長
石流紋岩は、その特徴が世界の大陸が割れる地域で見られる岩石と類似していることから、
この火山活動を伴って大陸が割れたと考えられる。安'｣|岩は大陸が割れた後に起こった大
規模な火山活動で日本海形成に伴うと考えられる。これらの活動の後に調査地域周辺は大
きな構造運動を受け、地質構造を切る大きな断層が活動したと考えられる。
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５結論
・南砺市周辺の地質が明らかになった。
＞この地域はかつて大陸の－部だった。
＞大陸が割れるときには月長石流紋岩の火山活動を伴っていた。
＞大陸が割れた後に非常に大規模な火山活動があった。
＞一連の火山活動の後に断層が形成された。
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